
平成３０年度 山口大学教育学部附属光小学校 学校評価書 （校長 野村 厚志） 

１ 学校教育目標 

教育目標 前期（１～４年次） 生活の場で，一人一人が気付き，考え，行動する   中期（５～７年次） 生活の場で，自己の言動を振り返り，深めてゆく 

〈教育の基調〉 

真（知性）…自ら求めて学ぶ子    純粋に冷静に真理を追究して知性を養う子どもを育成する。 

美（心情）…美しさのわかる子     美を愛する情操豊かな子どもを育成する。 

健（健康）…希望に満ちた元気な子 健康ではつらつとした子どもを育成する。                  

労（勤労）…進んで働く子        積極的に自分の手足を動かし，額に汗して働く子どもを育成する。  

善（善意）…仲良く親切な子      おおらかに善意に満ちた子どもを育成する。                

中・長期目標 ① 個に応じた指導方法の改善と学力の充実               ④ 小中一貫教育研究の推進と教員養成の充実 

② 実生活との関連を図った心の教育の推進               ⑤ 子どもと向き合う時間の確保に向けた業務改善の推進 

③ 家庭・地域とともに進める健康・安全と体力の向上 
 

２ 現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて） 

⑴ 学力の向上 

   全国学力・学習状況調査等の結果から学力は良好な状態にある。しかしながら，困り感を

抱える児童がどの学年にも見られることから，個に応じた指導方法の工夫による学力の底上

げが必要と考えられる。集団－個のバランスに配慮した授業づくりや学校全体での学力向上

の具体的な手だての開発が求められる。 

⑵ 心の教育の推進 

   多様な実態の児童を受容できる集団づくりがどの学年でも進められており，孤立感を感じる

児童が少ない。そのような校内環境においても人間関係の固定化や学校外での正しい言動

に課題が見られ，自律した規範意識の醸成が求められる。 

⑶ 元気創造 

   給食の残量は極めて少なく，食育指導の成果が見られるが，朝食摂取立の低さ等，本校の

通学事情に応じた指導の工夫の必要が感じられる。体力面では，校内での骨折等のけがが

多く，安全に配慮した運動能力の向上が課題である。 

⑷ 学部・保護者・地域との連携 

   特定の教科等において，学部教員との密接な連携が推進されているが，すべての教科領

域について学部教員と連携した教育研究の推進のための方策が必要である。家庭との連携

については，学校からの情報発信にある程度の満足は得られているが，広域の通学エリアに

よる保護者間のつながりの希薄さも否めない。学校－保護者とともに保護者－保護者のネッ

トワークづくりを充実させていくことが求められる。地域との連携については，学校運営協議会

準備組織の立ち上げが計画されており，附属学校の特性を生かした地域とともにある学校づ

くりが求められる。 

⑸ 業務改善 

   研究紀要の廃止，研究の進め方の工夫，月２回の一斉帰宅等，様々な取組が進められて

きた。勤務環境の改善については，一層の工夫を進めるとともに，教職員個々の働き方に対

する考え方の見直しが進むような取組の工夫が求められる。 

 

３ 本年度重点を置いてめざす成果・特色，取り組むべき課題 

○ 対話的な学びを通して，確かな思考力・判断力・表現力の育成を図る。 （学力の向上）（元気創造）（学部連携） 

○ 多様な関わりを通して，自他を尊重できる温かな集団を醸成する。    （心の教育の推進） 

○ 業務の見直しと効率化を進め，児童と向き合う時間の確保を図る。    （業務改善） 

○ 附属学校の特性を生かした地域とともにある学校づくりを推進する。   （保護者連携）（地域連携） 
 

４ 自己評価  ５ 学校関係者評価 
評価 

領域 重 点 目 標 課題解決に向けての取組（具体的方策） 評 価 基 準 達成度 達成状況の診断・分析  取組状況に関する意見・要望等 評価 

学
力
の
向
上 

対話的な学びを通し
た，確かな思考力・判
断力・表現力の育成 

○ 主体的・対話的で深い学びについて
の実践と情報発信 

○ 児童に育む資質・能力に特化したカ
リキュラム開発 

児童アンケート（授業関連）の肯
定的な回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

授業関連の児童の肯定的回答は
89％であった。授業が分かる 95％，
友達と話し合える94％に対し，積極的
に発言できる 78％が課題である。 

 

主体的・対話的な学びの
効果は上がっている。今
後も子どもの学びに寄り
添う授業を求める。 

3.4 

各学年の課題に応じ
て，保護者と連携して
取り組む学力向上策
の開発 

○ 各学年の課題に応じた家庭学習方
法の開発 

○ 児童に育む資質・能力に応じた家庭
学習方法の開発 

保護者アンケート（家庭学習・学
力）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

家庭学習の保護者アンケートの肯定
的回答は 73％であった。学校からの
宿題については自ら取り組んでいる
83％に対し，宿題以外への取り組み
は 63％と低い値となった。 

 

家庭学習の捉えが個々に
より違うため，具体的に示
すことが必要。保護者の
協力も不可欠。 

2.4 

心
の
教
育
の
推
進 

多様な関わりを通し
て，自他を尊重できる
温かな集団づくり 

○ 道徳科の授業づくりを通した，児童
の変容の見取りと評価 

○ ファミリー活動を通した異年齢集団
での望ましい態度の育成 

児童・保護者・教職員アンケート
（道徳科）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

２ 

道徳科授業評価アンケートの肯定的
回答は 82％であった。「子どもにとっ
て内容が難しすぎる」といった感想が
見られたことから，授業づくりの一層
の工夫が必要である。 

 

道徳の教科としての取組
はこれからに期待される。
多様な考え方を認め合う
雰囲気を望む。 

2.8 

一人でもよりよく判断
し，実践しようとする
心情の醸成 

○ 登下校中や公共の場での態度の価
値付けを通した，よりよい道徳的判断
力の育成 

児童・保護者・教職員アンケート
（規範）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

４ 

規範に関する児童・保護者・教職員ア
ンケートの肯定的回答は 93％であっ
た。本校は公共交通機関を利用して
通学する児童が多いため，今後も規
範意識を高める指導を行いたい。 

 

学校外の態度は学校イメ
ージにもつながる。今後も
場に合わせた行動ができ
るよう指導を望む。 

3.6 

元
気
創
造 

正しく判断し，自らの
生活を工夫しようとす
る意欲・態度の育成 

○ 早寝・早起き・朝ご飯の励行，食育
指導や保健指導を通した，健康的な
生活習慣や態度の育成 

児童・保護者アンケート（生活）
の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

早寝・早起きの児童・保護者アンケー
トの肯定的回答が 77％，朝食を毎日
食べえている児童は 80％にとどまっ
ている。健康的な生活習慣の啓発を
児童・保護者に行っていきたい。 

 

通学時間の関係で，望ま
しい生活習慣が困難かも
しれないが，保護者の協
力が欠かせない。啓発の
工夫が求められる。 

1.8 

安全に楽しく運動を楽
しめる運動能力の向
上 

○ 運動場面を捉えた具体的な安全指
導の充実 

○ 体育科の授業や家庭生活での実践
を通した柔軟性の向上 

校内・校外での骨折（前期比） 
４（50％減），３（40％減）， 
２（30％減），１（20％減） 

１ 

前期骨折は７件，後期は９件で増加と
なった。昨年度の怪我での保健室来
室は1971件，本年度は2580件と大き
く増加しており，運動場の擦過傷が最
も多かった。 

 

防げる安全は徹底すべ
き。また，子どもの筋力，
柔軟性の向上が求められ
る。 

1.6 

学
部
・保
護
者
・地
域
と
の
連
携 

学部との連携を密に
した教育研究の推進 

○ 学部教員と連携した研究授業や授
業公開，研修会の充実 

教職員アンケート（学部連携）の
肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

学部連携の教職員アンケートの肯定
的回答は 86％であった。研究大会や
公開授業の指導案について検討段階
から学部教員と情報交換を行い，一
層の連携を図っていきたい。 

 

学部連携は附属ならでは
であるので，一層の強化
を望む。また，今後も授業
公開を期待する。 

3.4 

学校－保護者，保護
者－保護者のネット
ワークづくり 

○ 学校webページを活用した各種情報
発信の充実 

○ 非常変災等，学校の危機管理に関
する共通理解と訓練の充実 

○ PTA，おやじの会への参加を通した
保護者同士の絆づくり 

保護者アンケート（PTA 等） 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

２ 

学校の情報発信や非常変災時の対
応，PTA に関する保護者アンケートの
肯定的回答率は 80％であった。特に
PTA 協力では 72％と低いため，一層
の参画に向け，PTA と連携していく必
要がある。 

 

校区が広いため，ネットワ
ークづくりが困難である。
非常変災時は，各地域の
実態によって柔軟に対応
することも必要。 

2.2 

附属学校の特性を生
かした地域とともにあ
る学校づくり 

○ 学校運営協議会準備委員会の設立
と熟議による，コミュニティ・スクール
の推進 

４（附属の特性を生かした仕組の構築） 
３（学校運営協議会の組織づくり） 
２（学校運営協議会の人選） 
１（準備委員会の設置） 

３ 

学校運営協議会委員を保護者・地域
有識者から幅広く人選し，２月２５日に
第１回学校運営協議会を実施するこ
とができた。 

 
今後，コミュニティ・スクー
ルのますますの発展を期
待する。 

3.2 

業
務
改
善 

業務の見直しと効率
化を通した働き方の
改善 

○ 教職員個々の勤務実態の自覚と超
過勤務時間減への意識付け 

○ ポイントを絞った会議や指導案検討
の工夫を通した業務の効率化 

○ 平均超勤時間の４月比 
４（30％減），３（25％減）， 
２（20％減），１（15％減） 

４ 

出勤，退勤時刻を７－21時，７－20時
と段階的に行い，４月の平均超勤時
間を前年度比で 30％以上削減するこ
とができた。 

 

附属校において大きな課
題であるが，少しずつ努
力の成果が実りつつあ
る。一律ではなく個に応じ
た改善策も必要。 

3.6 

 

６ 学校評価の総括（取組の成果・次年度への改善策） 

・ 学力については，概ね良好な状況にある。教科間の差が見られることから，底上げを含めたバランスのよい学力の向上について，取組を改善していく必要がある。 
・ 心の教育については，児童・保護者・教職員の評価に差が生じている。児童の高い自己肯定感を大切にしつつ，幅広い価値観を身に付けられるよう，道徳科を要としなが
ら，道徳教育の全体計画の見直しを含め，取組の改善が必要である。 

・ 学年が上がる毎に起床や就寝に課題が見られ，朝食摂取率については，毎日摂っている児童が８割にとどまっている。通学が広範囲にわたる附属学校の実情に即した提
案が必要と考える。また，校内での骨折が依然多く，柔軟性の向上に課題がある。ＳＮＳ等，インターネットの利用についても，家庭と連携した取組が必要である。望ましい生
活習慣の形成に向け，児童への指導の改善，家庭との連携に重点を置いて取組を進めていく必要がある。 

・ 学部との連携については，学校からのニーズと学部のリソースとのマッチングに改善の余地が見られる。附属学校の取組について，年間を通した定期的な情報提供サイク
ルの構築を図っていく必要がある。地域連携については，学校運営協議会の立ち上げが終わり，コミュニティ・スクールとしての歩みが始まった。学校運営・地域連携・地域
貢献について，具体的な取組への挑戦が課題となる。学校課題の共有等，附属学校の特性を生かした取組の充実を図っていきたい。 

・ 業務改善については，時間短縮の面では一定の成果が見られる。今後は，限られた時間の中で可能な限りの業務の質の維持・向上が図れるよう，一つ一つの業務の意味
や必要性について見直しを進め，新しい附属学校での働き方モデルの構築を目指していきたい。 


